
 

Ｒ Ｆ Ｓ 発 官 ４ 第 ６ 号 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ １ 日 

原子力規制委員会 殿 

 

青森県むつ市大字関根字水川目596番地１ 

リサイクル燃料貯蔵株式会社 

代表取締役社長  高橋 泰成 

 

使用前確認申請内容の変更について 

 

 核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（以下「法」とい

う。）第四十三条の九第三項の規定により，令和４年２月 10 日付けをもっ

て申請した使用前確認申請について，記載事項の一部を変更したので，使用

済燃料の貯蔵の事業に関する規則（以下「規則」という。）第七条第三項の

規定に基づき，変更の内容を説明する書類を提出いたします。 
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１．変更の内容（変更箇所を傍線で示す。） 

（１）申請書記載事項の「１．氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては，その

代表者の氏名」」については，以下のとおり変更はない。 

 

（変更前） 

１．氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては，その代表者の氏名 

氏名又は名称  リサイクル燃料貯蔵株式会社 

住    所  青森県むつ市大字関根字水川目596番地１ 

代表者の氏名  代表取締役社長  高橋 泰成 

 

（変更後） 

  変更なし 

 

（２）申請書記載事項の「２．使用済燃料貯蔵施設の設置又は変更の工事に係る事

業所の名称及び所在地」」については，以下のとおり変更はない。 

 

（変更前） 

２．使用済燃料貯蔵施設の設置又は変更の工事に係る事業所の名称及び所在地 

名    称  リサイクル燃料備蓄センター 

所  在  地  青森県むつ市 

 

（変更後） 

  変更なし 

 

  

別紙 
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（３）申請書記載事項の「３．申請に係る使用済燃料貯蔵施設の概要」について，

以下のとおり変更する。 

（変更前） 

  その他使用済燃料貯蔵設備の附属施設 

   電気設備  無停電電源装置 

         共用無停電電源装置 

         電源車 

         軽油貯蔵タンク（地下式） 

         常用電源設備 

 

（変更後） 

施設区分 設備区分 機器名称 

使用済燃料貯蔵設備本体 金属キャスク 

 貯蔵架台 

使用済燃料の受入施設 
使用済燃料の搬送設備及び

受入設備 
受入れ区域天井クレーン 

  搬送台車 

  仮置架台 

 使用済燃料の搬送設備及び

受入設備 

 たて起こし架台 

たて起こし架台 

  衝撃吸収材 

  検査架台 

 使用済燃料の搬送設備及び

受入設備 

 圧縮空気供給設備 

空気圧縮機 

  空気貯槽 

  安全弁 

  空気除湿装置 
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施設区分 設備区分 機器名称 

  除湿装置 前置フィルタ 

  除湿装置 後置フィルタ 

  主配管 

  冷却水系統 

計測制御系統施設 計測設備 蓋間圧力検出器 

  表面温度検出器 

  給排気温度検出器 

  表示・警報装置 

 計測設備 

 代替計測用計測器 
圧力検出器（蓋間圧力の代替計測用） 

  非接触式可搬型温度計（表面温度の代替計測用） 

  温度検出器（給排気温度の代替計測用） 

放射性廃棄物の廃棄施設 廃棄物貯蔵室 

放射線管理施設 
放射線監視設備 

 エリアモニタリング設備 
ガンマ線エリアモニタ 

  中性子線エリアモニタ 

 放射線監視設備 

 周辺監視区域境界付近固

定モニタリング設備 

モニタリングポスト（ガンマ線モニタ（低レンジ）） 

 モニタリングポスト（ガンマ線モニタ（高レンジ）） 

 モニタリングポスト（中性子線モニタ） 

 モニタリングポイント 

 放射線監視設備 

 放射線サーベイ機器 
ＧＭ管サーベイメータ 

  電離箱サーベイメータ（代替計測にも使用） 

  シンチレーションサーベイメータ（代替計測にも使

用） 

  中性子線用サーベイメータ（代替計測にも使用） 

  ガスモニタ 

 出入管理設備 入退域管理装置 

 個人管理用測定設備 個人線量計 
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施設区分 設備区分 機器名称 

その他使用済燃料貯蔵設備

の附属施設 
使用済燃料貯蔵建屋 使用済燃料貯蔵建屋 

  遮蔽ルーバ 

  遮蔽扉 

 電気設備 無停電電源装置 

  共用無停電電源装置 

  電源車１ 

  電源車２ 

  軽油貯蔵タンク（地下式）Ｎｏ．１ 

  軽油貯蔵タンク（地下式）Ｎｏ．２ 

  軽油貯蔵タンク（地下式）Ｎｏ．３ 

  常用電源設備 

その他使用済燃料貯蔵設備

の附属施設 

通信連絡設備等 

 通信連絡設備 
社内電話設備 

 
送受話器 

  
放送設備 

  
警報装置 

  
無線連絡設備 

  
衛星携帯電話 

  
加入電話設備 

 通信連絡設備等 

 避難通路 
安全避難用扉 

 通信連絡設備等 

 避難通路誘導灯 
通路誘導灯 

  
避難口誘導灯 

  
保安灯 

 消防用設備 

 消火設備 
動力消防ポンプ 

 消防用設備 

 消火設備 

  消火器 

粉末（ＡＢＣ）消火器 

  
大型粉末消火器 
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施設区分 設備区分 機器名称 

 消防用設備 

 消火設備 
防火水槽 

 
消防用設備 

 火災感知設備 
光電式分離型感知器 

  
光電式スポット型感知器 

  
差動式スポット型感知器 

  
火災受信機 

  
表示機 

 消防用設備 

 火災区域構造物及び火災

区画構造物 

防火シャッタ 

  
防火扉 

  
コンクリート壁 

 消防用設備 

 避雷設備 
棟上導体 

 

（４）申請書記載事項の「４．法第四十三条の八第一項又は第二項の認可年月日及

び認可番号」について，以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

設計及び工事の計画（以下「設工認」という。）の認可年月日及び認可番号 

令和３年８月２０日 原規規発第2108202号（第１回申請） 

 

（変更後） 

設計及び工事の計画（以下「設工認」という。）の認可年月日及び認可番号 

令和３年８月２０日 原規規発第2108202号（第１回申請） 

令和４年８月１６日 原規規発第2208161号（第２回申請） 
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（５）申請書記載事項の「５．使用前確認を受けようとする使用前事業者検査に係

る工事の工程，期日及び場所」について，以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

５．使用前確認を受けようとする使用前事業者検査に係る工事の工程，期日及び

場所 

  構造，強度又は漏えいに係る検査（第一号＊１） 

  期日 自 ２０２２年（令和４年）４月初旬 

     至 ２０２２年（令和４年）１２月中旬 

  場所 リサイクル燃料備蓄センター 

     タマダ（株）関東工場 

     神鋼造機（株）大垣本社工場 

  機能又は性能に係る検査（第二号＊１） 

  期日 自 ２０２２年（令和４年）６月上旬 

     至 ２０２２年（令和４年）１２月中旬 

  場所 リサイクル燃料備蓄センター      

     神鋼造機（株）大垣本社工場 

  品質マネジメントシステムに係る検査（第三号＊１） 

  期日 自 ２０２２年（令和４年）３月上旬 

     至 ２０２２年（令和４年）１２月中旬 

  場所 リサイクル燃料備蓄センター 

 

  ＊１ 使用済燃料の貯蔵の事業に関する規則 第六条の二第１項 
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（変更後） 

５．使用前確認を受けようとする使用前事業者検査に係る工事の工程，期日及び

場所 

  構造，強度又は漏えいに係る検査（第一号＊１） 

  期日 自 ２０２２年（令和４年）４月１５日 

     至 ２０２４年（令和６年）３月中旬 

  場所 リサイクル燃料備蓄センター 

     タマダ（株）関東工場 

     神鋼造機（株）大垣本社工場 

     日星製作所（株）小名浜工場 

     株式会社香西鉄工所 

     株式会社高橋製作所八戸工場 

機能又は性能に係る検査（第二号＊１） 

 期日 自 ２０２２年（令和４年）６月２１日 

    至 ２０２４年（令和６年）３月中旬 

 場所 リサイクル燃料備蓄センター      

    神鋼造機（株）大垣本社工場 

品質マネジメントシステムに係る検査（第三号＊１） 

 期日 自 ２０２２年（令和４年）３月３０日 

    至 ２０２４年（令和６年）３月中旬 

 場所 リサイクル燃料備蓄センター 

 

＊１ 使用済燃料の貯蔵の事業に関する規則 第六条の二第１項 
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（６）申請書記載事項の「６．申請に係る使用済燃料貯蔵施設の使用の開始の予定

時期」については，以下のとおり変更はない。 

 

（変更前） 

６．申請に係る使用済燃料貯蔵施設の使用の開始の予定時期 

２０２４年（令和６年）３月３１日 ＊２ 

  ＊２ 工程の見極めの結果，変更があり得る。 

 

（変更後） 

   変更なし 

 

（７）申請書記載事項の「７．使用済燃料貯蔵施設を核燃料物質を用いた試験のた

めに使用するとき又は使用済燃料貯蔵施設の一部が完成した場合であってそ

の完成した部分を使用しなければならない特別の理由があるときにあっては，

その使用の期間及び方法」について，以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

７．使用済燃料貯蔵施設を核燃料物質を用いた試験のために使用するとき又は使

用済燃料貯蔵施設の一部が完成した場合であってその完成した部分を使用し

なければならない特別の理由があるときにあっては，その使用の期間及び方

法 

 

 なし 

 

（変更後） 

７．使用済燃料貯蔵施設を核燃料物質を用いた試験のために使用するときにあっ
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ては，その使用の期間及び方法 

 

使用の期間 

  自：２０２４年１月（令和６年１月）以降であって，核燃料物質を用いた試

験のために必要な施設の使用前事業者検査が完了し，使用前確認を行っ

た日 

 至：使用前確認証交付日 

使用の方法 

  使用済燃料を収納した金属キャスクを使用して試験するため，使用前確認証

交付日まで以下の設備を使用する。 

  なお，使用に当たっては，使用済燃料貯蔵施設保安規定に基づき使用する。 

 

（核燃料物質を用いた試験のために使用前確認証交付日まで使用する設備） 

(1) 使用済燃料貯蔵設備本体 

 ・金属キャスク，貯蔵架台 

(2) 使用済燃料の受入施設 

 ・受入れ区域天井クレーン，搬送台車，圧縮空気供給設備 

 ・たて起こし架台，検査架台 

(3) 計測制御系統施設 

 ・蓋間圧力検出器，表面温度検出器 

 ・給排気温度検出器，表示・警報装置 

(4) 放射線管理施設 

 ・放射線監視設備，出入管理設備，個人管理用測定設備 

(5) その他使用済燃料貯蔵施設の附属施設 

  ・使用済燃料貯蔵建屋，遮蔽扉 
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（８）申請書記載事項の「添付資料－１ 工事の工程に関する説明書」について，

以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

  別添１に示す。 

 

（変更後） 

  別添２に示す。 

 

（９）申請書記載事項の「添付資料－２ 施設管理の重要度が高い系統，設備又は

機器に関する説明書」については，以下のとおり変更なない。 

 

（変更前） 

 

   

 

工事の工程における放射線管理に関する説明書 

 

 リサイクル燃料備蓄センターは，建設段階にあることから，使用済燃料を収納

した金属キャスクを貯蔵しておらず，放射線管理区域の設定等の放射線管理のた

めの特段の措置が不要な状態にある。 

 

 リサイクル燃料備蓄センター使用済燃料貯蔵施設保安規定では，使用済燃料を

収納した金属キャスクを施設に搬入する前までに，放射線管理に係る記載を段階

的に追記していく旨明記し認可を得ており，これに合わせて，本説明書に，工事

添付資料－２ 
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の工程における放射線管理の内容を記載する。 

 

（変更後） 

  変更なし 

 

（10）申請書記載事項の「添付資料－３ 施設管理の重要度が高い系統，設備又は

機器に関する説明書」について，以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

 

   

 

施設管理の重要度が高い系統，設備又は機器に関する説明書 

 

使用済燃料貯蔵施設における施設管理の重要度について，「Q-2-M1 施設管理

マニュアル」に従い，基本的安全機能を考慮し，下表に示す「重要度区分」に従

い管理を行う。 

 

施設管理の 

重要度区分 
定 義 

Ａ 
使用済燃料貯蔵施設の安全機能を有する施設のうち基本的

安全機能＊を確保するうえで必要な施設 

Ｂ 
基本的安全機能を確保するうえで必要な施設を除くその他

の安全機能を有する施設 

Ｃ Ａ，Ｂ以外の施設 

＊：閉じ込め，遮蔽，除熱及び臨界防止の４機能 

添付資料－３ 
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 設工認第１回申請において，使用前確認を受けようとする対象施設のうち，施

設管理の重要度が高い重要度区分Ａの設備はない。別紙－１に各設備の施設管理

の重要度区分一覧を示す。 

 なお，設工認第１回申請との関連において，設備の耐震クラスを併記する。 

 

 

施設管理の重要度区分一覧 

設工認の

認可番号 
施設区分 設備区分 機器名称 

施設管理 

の重要度 

区分 

耐震 

クラス 

令和３年

８月２０

日付け 

原規規発

第2108202

号 

その他使用

済燃料貯蔵

設備の附属

施設 

電気設備 
無停電電源装置 Ｂ Ｃ 

共用無停電電源装置 Ｂ Ｃ 

電源車１ Ｂ Ｃ 

電源車２ Ｂ Ｃ 

軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．１ 
Ｂ Ｃ 

軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．２ 
Ｂ Ｃ 

軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．３ 
Ｂ Ｃ 

常用電源設備 Ｂ Ｃ 

 

 

  

別紙－１ 
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（変更後） 

   

施設管理の重要度が高い系統，設備又は機器に関する説明書 

 

使用済燃料貯蔵施設における施設管理の重要度について，「Q-2-M1 施設管理

マニュアル」に従い，基本的安全機能を考慮し，下表に示す「重要度区分」に従

い管理を行う。 

 

施設管理の 

重要度区分 
定 義 

Ａ 
使用済燃料貯蔵施設の安全機能を有する施設のうち基本的

安全機能＊を確保するうえで必要な施設 

Ｂ 
基本的安全機能を確保するうえで必要な施設を除くその他

の安全機能を有する施設 

Ｃ Ａ，Ｂ以外の施設 

＊：閉じ込め，遮蔽，除熱及び臨界防止の４機能 

 

 設工認分割第１回申請及び設工認分割第２回申請（以下「設工認」という。）

において，使用前確認を受けようとする対象施設のうち，施設管理の重要度が高

い重要度区分Ａの設備は，金属キャスク，貯蔵架台，受入れ区域天井クレーン，

搬送台車，使用済燃料貯蔵建屋，遮蔽ルーバ及び遮蔽扉である。別紙－１に各設

備の施設管理の重要度区分一覧を示す。 

 なお，設工認との関連において，設備の耐震クラスを併記する。 
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施設管理の重要度区分一覧 

設工認の

認可番号 
施設区分 設備区分 機器名称 

施設管理 

の重要度 

区分 

耐震 

クラス 

令和４年８月

１６日付け 

原規規発第

2208161号 

使用済燃料貯蔵設備本体 金属キャスク Ａ Ｓ 

 
貯蔵架台 Ａ Ｓ 

使用済燃料の

受入施設 

使用済燃料

の搬送設備

及び受入設

備 

受入れ区域天井クレーン Ａ 
Ｂ 

（ＳＳ） 

   
搬送台車 Ａ 

Ｂ 

（ＳＳ） 

   仮置架台 Ｂ Ｃ 

  使用済燃料

の搬送設備

及び受入設

備たて起こ

し架台 

たて起こし架台 Ｂ Ｃ 

   
衝撃吸収材 Ｃ － 

   検査架台 Ｂ Ｃ 

  使用済燃料

の搬送設備

及び受入設

備圧縮空気

供給設備 

空気圧縮機 Ｂ Ｃ 

   空気貯槽 Ｂ Ｃ 

   安全弁 Ｂ Ｃ 

   空気除湿装置 Ｂ Ｃ 

   除湿装置 前置フィルタ Ｂ Ｃ 

   除湿装置 後置フィルタ Ｂ Ｃ 

   主配管 Ｂ Ｃ 

   冷却水系統 Ｃ Ｃ 

 計測制御系統

施設 
計測設備 蓋間圧力検出器 Ｂ Ｃ 

   表面温度検出器 Ｂ Ｃ 

   給排気温度検出器 Ｂ Ｃ 

   表示・警報装置 Ｃ Ｃ 

別紙－１ 



－15－ 

設工認の

認可番号 
施設区分 設備区分 機器名称 

施設管理 

の重要度 

区分 

耐震 

クラス 

令和４年８月

１６日付け 

原規規発第

2208161号 

計測制御系統

施設 

計測設備 

代替計測用

計測器 

圧力検出器（蓋間圧力の代

替計測用） 
Ｂ Ｃ 

  非接触式可搬型温度計（表

面温度の代替計測用） 
Ｂ Ｃ 

   温度検出器（給排気温度の

代替計測用） 
Ｂ Ｃ 

 
放射性廃棄物の廃棄施設 廃棄物貯蔵室 Ｂ Ｃ 

 放射線管理施

設 

放射線監視

設備エリア

モニタリン

グ設備 

ガンマ線エリアモニタ Ｂ Ｃ 

   
中性子線エリアモニタ Ｂ Ｃ 

  放射線監視

設備周辺監

視区域境界

付近固定モ

ニタリング

設備 

モニタリングポスト（ガン

マ線モニタ（低レンジ）） 
Ｂ Ｃ 

  
モニタリングポスト（ガン

マ線モニタ（高レンジ）） 
Ｂ Ｃ 

   モニタリングポスト（中性

子線モニタ） 
Ｂ Ｃ 

   
モニタリングポイント Ｃ Ｃ 

  放射線監視

設備放射線

サーベイ機

器 

ＧＭ管サーベイメータ Ｂ Ｃ 

   電離箱サーベイメータ（代

替計測にも使用） 
Ｂ Ｃ 

   シンチレーションサーベイ

メータ（代替計測にも使

用） 

Ｂ Ｃ 

   中性子線用サーベイメータ

（代替計測にも使用） 
Ｂ Ｃ 

   
ガスモニタ Ｂ Ｃ 

  出入管理設

備 
入退域管理装置 Ｃ Ｃ 

  個人管理用

測定設備 
個人線量計 Ｃ Ｃ 



－16－ 

設工認の

認可番号 
施設区分 設備区分 機器名称 

施設管理 

の重要度 

区分 

耐震 

クラス 

令和４年８月

１６日付け 

原規規発第

2208161号 

その他使用済

燃料貯蔵設備

の附属施設 

使用済燃料

貯蔵建屋 使用済燃料貯蔵建屋 Ａ 
Ｂ 

（ＳＳ） 

  
遮蔽ルーバ Ａ 

Ｂ 

（ＳＳ） 

   
遮蔽扉 Ａ 

Ｂ 

（ＳＳ） 

令和３年８月

２０日付け 

原規規発第

2108202号 

その他使用済

燃料貯蔵設備

の附属施設 

電気設備 無停電電源装置 Ｂ Ｃ 

 共用無停電電源装置 Ｂ Ｃ 

 電源車１ Ｂ Ｃ 

  
電源車２ Ｂ Ｃ 

  軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．１ 
Ｂ Ｃ 

  軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．２ 
Ｂ Ｃ 

  軽油貯蔵タンク 

（地下式）Ｎｏ．３ 
Ｂ Ｃ 

  常用電源設備 Ｃ Ｃ 

令和４年８月

１６日付け 

原規規発第

2208161号 

その他使用済

燃料貯蔵設備

の附属施設 

通信連絡設

備等通信連

絡設備 

社内電話設備 Ｃ Ｃ 

 送受話器 Ｃ Ｃ 

   放送設備 Ｃ Ｃ 

   警報装置 Ｃ Ｃ 

   無線連絡設備 Ｃ Ｃ 

   衛星携帯電話 Ｃ Ｃ 

   加入電話設備 Ｃ Ｃ 

  通信連絡設

備等避難通

路 

安全避難用扉 Ｃ Ｃ 

  通信連絡設

備等避難通

路誘導灯 

通路誘導灯 Ｃ Ｃ 

   
避難口誘導灯 Ｃ Ｃ 

   
保安灯 Ｃ Ｃ 



－17－ 

設工認の

認可番号 
施設区分 設備区分 機器名称 

施設管理 

の重要度 

区分 

耐震 

クラス 

令和４年８月

１６日付け 

原規規発第

2208161号 

その他使用済

燃料貯蔵設備

の附属施設 

消防用設備

消火設備 
動力消防ポンプ Ｂ Ｃ 

消防用設備

消火設備消

火器 

粉末（ABC）消火器 Ｂ Ｃ 

   
大型粉末消火器 Ｂ Ｃ 

  消防用設備

消火設備 
防火水槽 Ｂ Ｃ 

  火災感知設

備 
光電式分離型感知器 Ｂ Ｃ 

   
光電式スポット型感知器 Ｂ Ｃ 

   
差動式スポット型感知器 Ｂ Ｃ 

   
火災受信機 Ｂ Ｃ 

   表示機 Ｂ Ｃ 

  火災区域構

造物及び火

災区画構造

物 

防火シャッタ Ｂ Ｃ 

   防火扉 Ｂ Ｃ 

   コンクリート壁 Ｂ Ｃ 

  
避雷設備 棟上導体 Ｂ Ｃ 

 

 

２．変更の理由 

（１）令和３年11月12日付けＲＦＳ発官３第19号にて申請し，令和４年５月30日付

けＲＦＳ発官４第３号及び令和４年７月29日付けＲＦＳ発官４第４号にて補

正した設計及び工事の計画の変更の認可申請書（令和４年８月１６日 認可 

原規規発第2208161号）の内容を反映する。 

（２）工事の工程について，使用前事業者検査実績の反映及び予定を追記する。 

 



別添１　　

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

電気設備
※1 点検計画に基づ
く計画的点検

寸法検査 □

外観検査 □

据付検査 □

状態確認検査 □

系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク、容量確認）

◇

ＱＡ検査 〇 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※2 点検計画に基づ
く計画的点検

寸法検査 □

外観検査 □

据付検査 □

状態確認検査 □

系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク、容量確認）

◇

ＱＡ検査 〇 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※3 新規制基準施行
に伴い配備済

寸法検査 □

外観検査 □

据付検査 □

状態確認検査 □

系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（運転性能、容量）

◇ ◇

ＱＡ検査 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※4 設工認（第１回）
申請に伴い追加配備

寸法検査 □ □

外観検査 □ □

据付検査 □

状態確認検査 □

系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（運転性能、容量確
認）

◇ ◇

ＱＡ検査 〇 〇

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※5 埋戻し工事を含
む

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □ □

据付検査 □

状態確認検査 □

耐圧・漏えい検査 □

系統構成確認検査 ◇

運転圧漏えい検査 ◇

機能・性能検査 ◇

ＱＡ検査 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※5 埋戻し工事を含
む

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □ □

据付検査 □

状態確認検査 □

耐圧・漏えい検査 □

系統構成確認検査 ◇

運転圧漏えい検査 ◇

機能・性能検査 ◇

ＱＡ検査 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

令和３年８月２０日
原規規発第
2108202号（第１回
申請）

無停電電源装置

共用無停電電源装置

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．２

設置場所

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．１

南東側高台 新設

電源車２ 南側高台 新設

使用済燃料貯蔵建屋 変更なし

受変電施設 新設

電源車１ 受変電施設東側 新設

南東側高台 新設

2021年度 2022年度
検査項目

変更
区分

備考

現地工事 ※5

購入手配 ※4

（配備済） ※3

（設置済）

※1

工場製作

※2

（設置済）

現地工事 ※5工場製作

－
4
－

78230216
テキスト ボックス





別添１　　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称 設置場所

2021年度 2022年度
検査項目

変更
区分

備考

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

電気設備
※5 埋戻し工事を含
む

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □ □

据付検査 □

状態確認検査 □

耐圧・漏えい検査 □

系統構成確認検査 ◇

運転圧漏えい検査 ◇

機能・性能検査 ◇

ＱＡ検査 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

※6 高台受電設備を
除く
※7 点検計画に基づ
く計画的点検

ＱＡ検査 〇 〇 ◎

ＱＡ検査（基本設計方
針）

☆

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査）

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査）

☆：三号検査（基本設計方針検査）

〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査：組織）

◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査：検査記録の適切性）

常用電源設備

令和３年８月２０日
原規規発第
2108202号（第１回
申請）

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．３

予備電源から給電が必
要な負荷までの母線を
含む電路となる範囲

新設

南東側高台 新設

※7（設置済）※6

－
5－

現地工事 ※5工場製作

78230216
テキスト ボックス



78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

電気設備

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
状態確認検査 □
系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク、容量確認）

◇

三号検査（基本設計
方針）

☆

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
状態確認検査 □
系統構成確認検査 ◇

機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク、容量確認）

◇

三号検査（基本設計
方針）

☆

※1 新規制基準施行
　　　に伴い配備済

寸法検査
外観検査
据付検査
状態確認検査
系統構成確認検査
機能・性能検査
（運転性能、容量確
認）
三号検査（基本設計
方針）

※2 設工認（第１回）
　　申請に伴い追加
　　配備

寸法検査
外観検査
据付検査
状態確認検査
系統構成確認検査
機能・性能検査
（運転性能、容量確
認）
三号検査（基本設計
方針）

※3 部品供給遅延に
伴う現地工事中断

材料検査 ■
寸法検査 ■
外観検査 ■
据付検査 ■
状態確認検査 □
耐圧・漏えい検査 ■
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 ■
機能・性能検査 ◇
三号検査（ＱＡ検査） ● ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆

※3 部品供給遅延に
伴う現地工事中断

材料検査 ■
寸法検査 ■
外観検査 ■
据付検査 ■
状態確認検査 □
耐圧・漏えい検査 ■
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 ■
機能・性能検査 ◇
三号検査（ＱＡ検査） ● ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度

電源車１ 受変電施設東側 新設
（既設）

南東側高台 新設３基

設置場所

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．１

南東側高台 新設

電源車２ 南側高台 新設

使用済燃料貯蔵建屋 変更なし
（既設）

受変電施設 新設
（既設）

1式

1式

１台

１台

３基

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

令和３年８月２０日
原規規発第
2108202号（第１回
申請）

無停電電源装置

共用無停電電源装置

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．２

現地工事 ※5

購入手配 ※2

計画的点検

現地工事 ※5

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

計画的点検

（配備済）※1

現地工事

現地工事

工事中断※3

工事中断※3

（検査実施時期未定）

（検査実施時期未定）



別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

電気設備
※3 部品供給遅延に
伴う現地工事中断

材料検査 ■
寸法検査 ■
外観検査 ■
据付検査 ■
状態確認検査 □
耐圧・漏えい検査 ■
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 ■
機能・性能検査 ◇
三号検査（ＱＡ検査） ● ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆

三号検査（基本設計
方針）

☆

予備電源から給電が必
要な負荷までの母線を
含む電路となる範囲

新設

南東側高台 新設３基

１式常用電源設備

令和３年８月２０日
原規規発第
2108202号（第１回
申請）

軽油貯蔵タンク
（地下式）Ｎo．３ 現地工事 ※5 現地工事

計画的点検

工事中断※3

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

金属キャスク ※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査  □（記）

外観検査  □（記） □

据付検査  □（記） □

耐圧・漏えい検査  □（記）

吊上荷重検査  □（記）

重量検査  □（記） □

気密漏えい検査  ◇（記）

遮蔽性能検査  ◇（記）

未臨界検査  ◇（記）

伝熱検査  ◇（記） ※4

線量当量率検査 ◇

蓋間圧力検査 ◇

表面温度検査 ◇

三号検査（ＱＡ検査） 〇 ◎

三号検査（基本設計
方針）

☆

貯蔵架台 ※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査  □（記）

外観検査  □（記）

据付検査 ※4  □（記） □

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査 □  □（記）

寸法検査 □ □
外観検査 □ ※4 □
据付検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

材料検査 □

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
三号検査（基本設計
方針）

☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □ ※4
据付検査 □
三号検査（ＱＡ検査） 〇 ※4 ◎
三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □
据付検査 □

三号検査（基本設計
方針）

☆

使用済燃料貯蔵設備本体令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

使用済燃料の搬送設
備及び受入設備

仮置架台 貯蔵建屋受入れ区域 変更なし
（既設設備
改造）

使用済燃料の搬送設
備及び受入設備たて
起こし架台

たて起こし架台 貯蔵建屋受入れ区域 変更なし
（既設設備
改造）

衝撃吸収材 貯蔵建屋受入れ区域 変更なし
（既設）

受入れ区域天井クレー
ン

貯蔵建屋受入れ区域 変更なし
（既設設備
改造）

搬送台車

変更なし
（既設）

－ 変更なし
（既設）

使用済燃料貯蔵建屋

変更なし
（既設設備

改造）

使用済燃料貯蔵建屋

1基

1基

1基

1台

7基

1基

1式

使用済燃料の受入施設
計画的点検

計画的点検

改造工事（工場製作及び現地工事）

改造工事（工場製作及び現地工事）

計画的点検

耐震補強工事

改造工事

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

使用済燃料の受入施設 ※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査 □

寸法検査 □

外観検査 □ ※4
据付検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

使用済燃料の搬送設
備及び受入設備
圧縮空気供給設備

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
系統構成確認検査 ◇
機能・性能検査
（容量確認）

◇

三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
耐圧・漏えい検査 ◇
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
系統構成確認検査 ◇
機能・性能検査
（吹き出し容量確認）

◇

三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 □
三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

・点検計画に基づく
点検の予定なし
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

使用済燃料の搬送設
備及び受入設備

検査架台 貯蔵建屋受入れ区域 変更なし
（既設設備
改造）

空気圧縮機 貯蔵建屋受入れ区域 新設

空気貯槽 貯蔵建屋受入れ区域 新設
（既設）

安全弁 貯蔵建屋受入れ区域 新設
（既設）

新設
（既設）

1基

空気除湿装置 貯蔵建屋受入れ区域

除湿装置　前置フィルタ 貯蔵建屋受入れ区域 新設
（既設）

1基

1基

台

1基

1基令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

改造工事（工場製作及び現地工事）

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

使用済燃料の受入施設 使用済燃料の搬送設
備及び受入設備
圧縮空気供給設備

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 □
三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

材料検査  □（記）

寸法検査 □
外観検査 □
据付検査 □
耐圧・漏えい検査 □
系統構成確認検査 ◇
運転圧漏えい検査 □
三号検査（基本設計
方針）

※4 ☆

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

計測制御系統施設 ※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

計測範囲・設定値確
認検査

◇ ※4

三号検査（基本設計
方針）

☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

計測範囲・設定値確
認検査

◇ ※4

三号検査（基本設計
方針）

☆

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

計測範囲・設定値確
認検査

◇

三号検査（ＱＡ検査） ○ ◎

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇（単体） ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

・点検計画に基づく
点検の予定なし
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・点検計画に基づく
点検の予定なし
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

除湿装置　後置フィルタ 貯蔵建屋受入れ区域 新設
（既設）

新設
（既設）

変更なし
（既設）

表面温度検出器 貯蔵建屋貯蔵区域 変更なし
（既設）

給排気温度検出器 貯蔵建屋貯蔵区域 変更なし
（既設）

1基

1式

1式

2個（金属
キャスク１基
当たり）

1個（金属
キャスク１基
当たり）

2個（給気側）
24個（排気
側）

変更なし
（既設）

一式

貯蔵建屋受入れ区域 新設
（既設）

冷却水系統

計測設備 蓋間圧力検出器 貯蔵建屋貯蔵区域

主配管

表示・警報装置 貯蔵建屋受入れ区域

貯蔵建屋受入れ区域及
び貯蔵建屋東側屋外

令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

単体校正等

単体校正等

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

計測制御系統施設

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇

計測範囲・設定値確
認検査

◇

三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
寸法検査 □
三号検査（基本設計
方針）

☆

放射線管理施設

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

外観検査 □
据付検査 □
機能・性能検査
（警報・インターロッ
ク）

◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □

据付検査 □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □

据付検査 □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

12
（使用済燃料貯
蔵建屋貯蔵区
域）
1
（使用済燃料貯
蔵建屋受入れ
区域）
1
（使用済燃料貯
蔵建屋廃棄物
貯蔵室）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

１式

放射線監視設備
 エリアモニタリング
 設備

中性子線エリアモニタ 使用済燃料貯蔵建屋貯
蔵区域
使用済燃料貯蔵建屋受
入れ区域

6
（使用済燃料
貯蔵建屋貯
蔵区域）
1
（使用済燃料
貯蔵建屋受
入れ区域）

2台

2台

モニタリングポスト
（ガンマ線モニタ（低レン
ジ））

敷地東側屋外及び南側
屋外

モニタリングポスト
（ガンマ線モニタ（高レン
ジ））

ガンマ線エリアモニタ 使用済燃料貯蔵建屋貯
蔵区域
使用済燃料貯蔵建屋受
入れ区域
使用済燃料貯蔵建屋廃
棄物貯蔵室

敷地東側屋外及び南側
屋外

変更なし
（既設設備
改造）

計測設備
 代替計測用計測器

・圧力検出器
（蓋間圧力の代替計測
用）

南東側高台及び貯蔵建
屋受入れ区域

新設
（既設）

・非接触式可搬型温度
計（表面温度の代替計
測用）

南東側高台及び貯蔵建
屋受入れ区域

新設
（既設）

・温度検出器
（給排気温度の代替計
測用）

南東側高台及び貯蔵建
屋受入れ区域

放射性廃棄物の廃棄施設

新設
（既設）

2個（予備1
個）
：金属キャス
クの数が150
基までの場
合
4個（予備1
個）
：金属キャス
クの数が150
基超の場合

2個（予備1
個）

変更なし
（既設）

廃棄物貯蔵室

1個（金属
キャスク１基
当たり）
表示器
2個（金属
キャスク36
基当たり）
（予備1個）

貯蔵建屋受入れ区域

放射線監視設備
 周辺監視区域境界
 付近固定モニタリ
 ング設備

令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

計画的点検

計画的点検

計画的点検

調達

調達

調達

計画的点検

計画的点検

漂流防止装置調達及び設置工事

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

放射線管理施設 ※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □

据付検査 □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

外観検査 □

据付検査 □
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

貯蔵建屋及び資機材保
管庫

２台 変更なし
（既設）

備品管理建屋 予備１台 外観検査 □ □
（検査対象） 機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇ ◇

三号検査（ＱＡ検査） 〇 ◎ ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4 ☆ ※4

貯蔵建屋及び資機材保
管庫

２台 変更なし
（既設）

備品管理建屋 予備１台 外観検査 □ □
（検査対象） 状態確認検査 □ □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4 ☆ ※4

貯蔵建屋及び資機材保
管庫

２台 変更なし
（既設）

備品管理建屋 予備１台 外観検査 □ □
（検査対象） 状態確認検査 □ □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4 ☆ ※4

貯蔵建屋及び資機材保
管庫

２台 変更なし
（既設）

備品管理建屋 予備１台 外観検査 □ □
（検査対象） 状態確認検査 □ □

機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4 ☆ ※4

備品管理建屋 １台 変更なし
（既設）

備品管理建屋 予備１台 外観検査 □ □
（検査対象） 機能・性能検査 ◇ ◇

計測範囲確認検査 ◇ ◇

三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4 ☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □

据付検査 □
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

外観検査 □

据付検査 □
三号検査（基本設計
方針）

☆ ※4

計画的な点検として
月例点検を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・2023年10月リース更
新に伴い事業者検査
を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・2023年10月リース更
新に伴い事業者検査
を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・2023年10月リース更
新に伴い事業者検査
を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・2023年10月リース更
新に伴い事業者検査
を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

12基

２台（ゲート
付き１、ゲー
ト無し１）

1台モニタリングポスト
（中性子線モニタ）

敷地東側屋外

モニタリングポイント 周辺監視区域境界付近
屋外

放射線監視設備
 周辺監視区域境界
 付近固定モニタリ
 ング設備

電離箱サーベイメータ
（代替計測にも使用）

GM管サーベイメータ

中性子線用サーベイ
メータ（代替計測にも使
用）

シンチレーションサーベ
イメータ（代替計測にも
使用）

チェックポイント個人線量計

入退域管理装置 チェックポイント

ガスモニタ

1式

令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

・2023年10月リース更
新に伴い事業者検査
を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

放射線監視設備
 放射線サーベイ
 機器

出入管理設備

個人管理用測定設備

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

計画的点検

78230216
テキスト ボックス





別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

材料検査  □（記）

寸法検査  □（記）
外観検査  □（記）

構造確認検査  □（記）
三号検査（基本設計
方針（防火帯））

☆ ※4

材料検査  □（記）

寸法検査  □（記）
外観検査  □（記）

構造確認検査  □（記）
計画的な点検として
月例点検を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

材料検査  □（記）

寸法検査  □（記）
外観検査  □（記）

構造確認検査  □（記） ※4

外観検査 □

状態確認検査 □

機能・性能検査 ◇

三号検査（基本設計
方針検査）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（ＱＡ検査） 〇 ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □
状態確認検査 □
機能・性能検査 ◇
三号検査（基本設計
方針）

☆

・計画的な点検として
月例点検を実施

・1台
・4箇所
・1台
・2箇所

１式

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

１式

・計画的な点検として
月例点検を実施
※4 試験使用承認ま
でに実施する検査

・42台
・105台
・72台
・1台

新設
（既設）

・30台
・2台

新設

通信連絡設備等
 通信連絡設備

・8台
・2台

・事務建屋
・予備緊急時対策所

・2台
・1台

使用済燃料貯蔵建屋

衛星携帯電話
・衛星携帯電話 ※8
・FAX

・事務建屋
・使用済燃料貯蔵建屋
・予備緊急時対策所

・7台
・2台

加入電話設備
・災害優先電話
・FAX

変更なし
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

新設

新設
（既設）

１式使用済燃料貯蔵建屋
・東側外壁
・西側外壁
・南側外壁
・北側外壁
・受入れ区域境界壁
・貯蔵区域内壁
・貯蔵区域天井
・受入れ区域天井

（TP+16m盤）令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

遮蔽ルーバ 使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域
（T.P.16.3m）

SSD-1使用済燃料貯蔵
建屋
貯蔵区域と受入れ区域
の境界（T.P.16.3m）
SSD-2使用済燃料貯蔵
建屋
受入れ区域（T.P.16.3m）
SSD-3使用済燃料貯蔵
建屋
貯蔵区域と受入れ区域
の境界
（T.P.16.3m）
SSD-4使用済燃料貯蔵
建屋
貯蔵区域（T.P.16.3m）

・事務建屋
・使用済燃料貯蔵建屋
・予備緊急時対策所
・その他建屋，屋外

・事務建屋
・使用済燃料貯蔵建屋
・予備緊急時対策所
・その他建屋，屋外

・事務建屋
・予備緊急時対策所
・屋外

警報装置
・警報装置
・非常用警報装置

放送設備
・放送設備
・スピーカ ※7
・非常用放送設備
・非常用スピーカ ※7

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施
※5 数量及び設置場
所（又は保管場所）
は，必要に応じ適宜
改善する。
※6 センター員他に
配備

計画的な点検として
月例点検を実施
※7 屋外設置分のみ

計画的な点検として
月例点検を実施

※8 数量及び設置場
所（又は保管場所）
は，必要に応じ適宜
改善する。

計画的な点検として
月例点検を実施
※8 数量及び設置場
所（又は保管場所）
は，必要に応じ適宜
改善する。

送受話器
・ハンドセット
・パケット交換機

社内電話設備
・固定電話機 ※5
・PHS端末 ※5,※6
・PHS基地局 ※5
・電話交換機

遮蔽扉
・遮蔽扉（SSD-1）
・遮蔽扉（SSD-2）
・遮蔽扉（SSD-3）
・遮蔽扉（SSD-4）

・事務建屋
・使用済燃料貯蔵建屋
・予備緊急時対策所

無線連絡設備
・携帯型無線機 ※8
・無線連絡設備（中継
局）

・事務建屋
・使用済燃料貯蔵建屋
・予備緊急時対策所

・24台
・1台

78230216
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別添２

工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

外観検査 □

状態確認検査 □

三号検査（ＱＡ検査） 〇 ◎

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □
その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

外観検査 □

状態確認検査 □

機能・性能検査 ◇

三号検査（ＱＡ検査） 〇 ◎
三号検査（基本設計
方針）

☆

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

消防用設備
 消火設備

消防用設備
 消火設備消火器

消防用設備
 消火設備

通信連絡設備等
 避難通路

通信連絡設備等
 避難通路誘導灯

消防用設備
 火災感知設備

車庫（T.P.16m）
南側高台
（T.P.約30m）

使用済燃料貯蔵建屋
近傍の地中
（南北それぞれに
1 基）
（T.P.16m）

・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
受入れ区域
（T.P.16.3m）

光電式分離型感知器
・光電アナログ式
分離型感知器２種
・光電アナログ式
分離型感知器１種

防火水槽

光電式スポット型感知
器
・光電式スポット型感知
器２種
・光電式スポット型感知
器２種

・使用済燃料貯蔵建屋
受入れ区域
廃棄物貯蔵室
（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
付帯区域
（T.P.16.3m，
T.P.21.6m）

使用済燃料貯蔵建屋
受入れ区域
（T.P.16.3m）

大型粉末消火器

粉末（ABC）消火器

・12個
・2個

・1個
・9個

2個

貯蔵建屋 １式

保安灯 貯蔵建屋

2個

1台（予備1
台）

・46個
・2個

・使用済燃料貯蔵建屋
（T.P.16.3m，
T.P.21.6m）
・軽油貯蔵タンク
（地下式）の地上部
（T.P.約28m）

新設
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

新設
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

動力消防ポンプ

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

１式

１式

通路誘導灯 貯蔵建屋 １式

安全避難用扉 貯蔵建屋

避難口誘導灯
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工事の工程に関する説明書

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

員数
（単位）

2022年度
検査項目

変更
区分

備考

2023年度
設置場所

設工認の
認可番号等

施設区分 設備区分 設備名称

【凡例】

□：一号検査（構造、強度又は漏えいに係る検査） 〇：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：組織） （記）検査方法として作成済記録

◇：二号検査（機能又は性能に係る検査） ◎：三号検査（品質マネジメントシステムに係る検査（ＱＡ検査）：検査記録の適切性） の確認を行う計画のもの

☆：三号検査（基本設計方針検査） 〈実績は黒で塗りつぶす〉

その他使用済燃料貯蔵設
備の附属施設

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □

外観検査 □

状態確認検査 □
計画的な点検として
月例点検を実施

外観検査 □

状態確認検査 □

消防用設備
 火災区域構造物及
 び火災区画構造物

消防用設備
 避雷設備

消防用設備
 火災感知設備

防火扉
・フラッシュ扉
（SD-1）
・フラッシュ扉
（SD-2）
・フラッシュ扉
（SD-3）

コンクリート壁

棟上導体

・5個
・1個

・5個
・2個
・2個

1式

－

・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域
（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域と
受入れ区域の境界
（T.P.16.3m）

・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域
（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域と
受入れ区域の境界
（T.P.16.3m）
受入れ区域と
付帯区域の境界
（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
付帯区域階段室
（T.P.16.3m，
T.P.21.6m）
・貯蔵建屋貯蔵区域
・貯蔵建屋受入れ区域
・貯蔵建屋付帯区域

使用済燃料貯蔵建屋
（T.P.16.0m～
T.P.44.05m）

防火シャッタ
・シャッタ（SSS-1）
・シャッタ（SSS-2）

出入管理建屋
２階監視室
（T.P.20.9m）

火災受信機

差動式スポット型感知
器
・差動式スポット型感知
器２種
・差動式スポット型感知
器
２種
・差動式スポット型感知
器
２種

・使用済燃料貯蔵建屋
貯蔵区域前室
（T.P.16.3m）
・使用済燃料貯蔵建屋
付帯区域２階
給気チャンバー室
（T.P.21.6m）
・使用済燃料貯蔵建屋
付帯区域から
受入れ区域への通路
（T.P.16.3m）

1個表示機 使用済燃料貯蔵建屋
付帯区域監視盤室
（T.P.16.3m）

1個

・2個
・2個
・1個

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

新設
（既設）

新設
（既設）

変更なし
（既設）

変更なし
（既設）

令和４年８月１６日
原規規発第
2208161号（第２回
申請）

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施

計画的な点検として
月例点検を実施
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